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第 7次三重県医療計画中間評価報告書 新旧対照表（救急医療対策） 

頁 最終案 中間案 備考 

61 

※2 （削除） 

※3 （削除） 

※2 令和２(2020)年９月末現在の実績となっています。今後、確定

値が把握でき次第、更新します。 

※3 令和元(2019)年の速報値による記載となっています。今後、

確定値が把握でき次第、更新します。 

時点修正 

61 

〇 目標項目「救急医療情報システム参加医療機関数」について

は、中間目標 700 機関に対して、現状が 695 機関(令和

3(2021)年 1 月末現在）と、中間目標の達成はできませんでし

たが、策定時より、41 ポイント改善しています。最終目標の達

成に向けて、引き続き取組を進めていきます。 

〇 目標項目「救急医療情報システム参加医療機関数」について

は、中間目標 700 機関に対して、現状が 696 機関（令和 2(2020)

年 9 月末現在）と、中間目標の達成はできませんでしたが、策

定時より、42 ポイント改善しています。最終目標の達成に向

けて、引き続き取組を進めていきます。 

時点修正 

62 
※（削除） ※令和元(2019)年の救急搬送された人数は、全て速報値です。 

 

63 

○ 県内で初めて新型コロナウイルス感染症患者が確認された令

和２(2020)年１月 30 日以降、県内では新型コロナウイルス感

染症の感染拡大と収束が反復している状況にあります。 

○ 県内で初めて新型コロナウイルス感染症患者が確認された令

和２(2020)年１月 30 日以降、県内では新型コロナの感染拡大

と収束が反復している状況にあります。 

字句修正 

63 

○ 令和 2(2020)年度から、ＩＣＴを活用して医師不足地域で勤務

する医師の負担を軽減し、診療支援に取り組んでいます。 

○ 令和 2(2020)年度から、ＩＣＴを活用して医師不足地域で勤務

する医師の負担を軽減し、診療支援に取り組むこととしていま

す。 

時点修正 

63 

・コールセンターにおける電話案内件数 

平成 29(2017)年度 72,861 件 

平成 30(2018)年度 65,622 件    

令和元(2019)年度  64,986 件 

        令和 2(2020)年度  41,443 件(12 月末時点) 

・コールセンターにおける電話案内件数 

平成 29(2017)年度 72,861 件 

平成 30(2018)年度 65,622 件 

令和元(2019)年度   64,986 件 

        令和 2(2020)年度  28,607 件(9 月末時点) 

時点修正 

資料 1-2 



 

 2 / 4 

頁 最終案 中間案 備考 

63 

・ホームページアクセス（活用）件数 

平成 29(2017)年度 248,239 件 

         平成 30(2018)年度 279,561 件 

         令和元(2019)年度 342,628 件 

                令和 2(2020)年度  158,216 件(12 月末時点) 

・ホームページアクセス（活用）件数 

平成 29(2017)年度 248,239 件 

        平成 30(2018)年度 279,561 件 

         令和元(2019)年度 342,628 件 

                 令和 2(2020)年度  112,785 件(9 月末時点) 

時点修正 

64 

・みえ子ども医療ダイヤル（＃8000）による相談件数 

平成 29(2017)年度 8,889 件 

         平成 30(2018)年度 10,859 件 

         令和元(2019)年度  12,048 件 

令和２(2020)年度   5,408 件(12 月末時点) 

・みえ子ども医療ダイヤル（＃8000）による相談件数 

平成 29(2017)年度 8,889 件 

         平成 30(2018)年度 10,859 件 

         令和元(2019)年度  12,048 件 

令和２(2020)年度   3,585 件(9 月末時点) 

時点修正 

64 

○ 心肺機能停止傷病者に対する救命率の向上を図るため、県内消

防本部による住民向けの救急講習を開催し、バイスタンダーに

よるＣＰＲの実施率向上に取り組みました。 

○ 心肺機能停止傷病者に対する救命率の向上を図るため、市町消

防本部による住民向けの救急講習を開催し、バイスタンダーに

よるＣＰＲの実施率向上に取り組みました。 

字句修正 

65 
・システム参加医療機関数 695 機関（令和３(2021)年１月末時点） ・システム参加医療機関数 696 機関（令和２(2020)年９月末時点） 

時点修正 

65 

・ドクターヘリ運航実績（出動件数） 

平成 29(2017)年度 386 件 

平成 30(2018)年度 320 件 

令和元(2019)年度  303 件 

令和２(2020)年度  182 件(12 月末時点) 

・ドクターヘリ運航実績（出動件数） 

平成 29(2017)年度 386 件 

平成 30(2018)年度 320 件 

令和元(2019)年度  303 件 

令和２(2020)年度  106 件(9 月末時点) 

時点修正 

67 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大と収束が反復する中、各

地域において救急医療を提供するため、院内感染を防止しなが

ら診療体制を確保していく必要があります。 

○ 新型コロナの感染拡大と収束が反復する中、各地域において救

急医療を提供するため、院内感染を防止しながら診療体制を確

保していく必要があります。 

字句修正 
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頁 最終案 中間案 備考 

68 

○ 県民が「かかりつけ医」を持つことや地域医療に対する理解を

深め、地域の救急医療体制が維持されるよう、適切な受診行動

について、引き続き、啓発に取り組みます。（医療機関、消防機

関、市町、関係機関、県） 

○ 県民が「かかりつけ医」を持つことや地域医療に対する理解を

深め、地域の救急医療体制が維持されるよう、適切な受診行動

について、引き続き、啓発に取り組みます。 

取組機関

追記 

68 

○ 「医療ネットみえ」や三重県救急医療情報センターコールセン

ターによる初期救急医療機関の情報提供および案内業務の充

実を図り、引き続き、県民の適切な受診行動を促進します。（医

療機関、消防機関、市町、関係機関、県） 

○ 「医療ネットみえ」や三重県救急医療情報センターコールセン

ターによる初期救急医療機関の情報提供および案内業務の充

実を図り、引き続き、県民の適切な受診行動を促進します。 

取組機関

追記 

69 

○ 指導救命士の養成講習や救急救命士の特定行為を円滑に行う

ための講習等を実施することにより、救急救命士の資質向上に

努めます。また、「指導救命士制度」を運用し、指導救命士の育

成に努めるとともに、さらなる上級指導救命士の認定に取り組

みます。（消防機関、県） 

○ 指導救命士の養成講習や救急救命士の特定行為を円滑に行う

ための講習等を実施することにより、救急救命士の資質向上に

努めます。また、「指導救命士制度」を運用し、指導救命士の育

成に努めるとともに、さらなる上級指導救命士の認定に取り組

みます。 

取組機関

追記 

69 

○ 搬送を含めた病院前救護の取組は、地域メディカルコントロー

ル協議会の取組によることから、地域メディカルコントロール

協議会の機能強化に向けた取組を進めます。（医療機関、消防機

関、市町、関係機関、県） 

○ 搬送を含めた病院前救護の取組は、地域メディカルコントロー

ル協議会の取組によることから、地域メディカルコントロール

協議会の機能強化に向けた取組を進めます。 

取組機関

追記 

69 

○ 心肺機能停止傷病者に対する救命率の向上を図るため、住民か

ら 119 番通報があった際に、通報者に対して適切な心肺蘇生法

を指導できるよう、通信指令員に対する救急教育や県内消防本

部による住民向けの救急講習に取り組みます。（消防機関、県） 

○ 心肺機能停止傷病者に対する救命率の向上を図るため、住民か

ら 119 番通報があった際に、通報者に対して適切な心肺蘇生

法を指導できるよう、通信指令員に対する救急教育や市町消防

本部による住民向けの救急講習に取り組みます。 

字句修正 

取組機関

追記 

69 
○ 高齢者の救急搬送に係る課題の解決をするため、医療機関、消

防機関および地域包括ケア関係者等の多職種による連携や情

○ 高齢者の救急搬送に係る課題の解決をするため、医療機関、消

防機関および地域包括ケア関係者等の多職種による連携や情

取組機関

追記 
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頁 最終案 中間案 備考 

報共有を進めます。（医療機関、消防機関、市町、関係機関、県） 報共有を進めます。 

69 
○ 県内に高度救命救急センターの整備を図ります。（医療機関、関

係機関、県） 

○ 県内に高度救命救急センターの整備を図ります。 取組機関

追記 

69 

○ 新型コロナウイルス感染症が疑われる患者を受け入れるため

の救急医療機関の体制整備を図ります。（医療機関、市町、関係

機関、県） 

○ 新型コロナが疑われる患者を受け入れるための救急医療機関

の体制整備を図ります。 
字句修正 

取組機関

追記 

 


